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は じ bに

八尾市は、生駒山地西麓から大阪平野東部にかけての範囲に市域を有しております。古くは河内湖、

河内潟に面し、旧大和川をはじめとする多くの河川によって、肥沃な平野が形成されてきました。そし

て、ここには旧石器時代から連綿と遺跡が形成されており、全国的にも有数な遺跡の宝庫と呼べる地域

であります。

本書には、人尾市の公共事業に先立つ遺構確認調査の成果の一部を収めております。病院建設に先立

つ試掘調査によって古墳時代から近世にかけての遺跡の広がりが明らかになった久宝寺遺跡、心合寺山

古墳西側の新池堤体の立会調査、弥生時代後期初頭の集落区画溝や井戸の検出により集落域の広がりが

確認された弓削遺跡をはじめ、非常に貴重な成果が得られました。

今後、八尾市内の貴重な埋蔵文化財が、市民の方々をはじめ、多くの人々に親しまれる形で、保存・

活用されていくことが、重要な課題となっていくことでしよう。本書が微力ながらもその役割の一端を

担うことができれば、幸いに存じます。

最後になりましたが、調査にご協力、ご助力を賜りました関係各位に厚 く御礼申し上げます。

平成11年 3月

八尾市教育委員会

教育長 西谷 信 次



例

1。 本書は、平成10年度に八尾市教育委員会が公共事業に先立ち、人尾市内で実施した遺構確認調査の

報告書である。

2.調査は、人尾市教育委員会文化財課が実施した。

3.調査にあたっては、八尾市教育委員会文化財課技師 米田彼幸、漕 斎、吉田野乃、藤井淳弘、吉
田珠己が担当した。

4.本書には、巻末に記載した調査一覧表のうち、とくに成果のあった調査について、その概要を収録
した。ただし、整理作業等の都合から、平成 9年度の調査分についても一部収録 している。

5。 現地調査・報告書の作成にあたっては、以下の諸氏の参加・協力を得た。 llk称略・五十音順)

明石信行・浅井紀己子・池田茂樹 。同一雅 。岡部和志・片山武志・加茂靖通・楠隆義・頃安彼雄

芝山和夫・島田拓 。高橋尚子・灰藤秀樹・日高智隆・藤中貴子・松尾実・水谷貴之・山本陵子・

横山妙子

6。 調査一覧表及び調査抄録の作成は、吉田珠己が行った。

7.本書の作成にあたっては、漕 斎、吉田野乃、藤井淳弘が執筆を行い、文責はそれぞれ文末に記し
た。編集は吉田珠己が行った。
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1.調 査 地

2.調査期間
3.調査方法

4.調査概要

1.久宝寺遺跡(98-415)の調査

大字渋川206番地他 3筆

平成10年 11月 24日 ・25日

市立病院建設予定地内について、東西方向に3カ 所の調査区 (上面で 5m四方)を

約50m間隔に設定し、人力と機械を併用して、地表下4.Om前後まで遺構確認調査

を行った。西側より第 1調査区～第 3調査区と呼称する。

また、建設予定地内は広範囲にわたるため、平成 8年度に竜華地区の都市拠点整

備に伴って市教委が、実施した遺構確認調査 [八尾市教育委員会1997]の第 9区・

第13区がその予定地内の範囲になった。そのため、第 9区・第13区 についての概略

も記載することにした。第 9区 。第13区は、第 2調査区のそれぞれ南北約35mの所

に位置する。

今回の調査地は、周辺が都市整備に伴って発掘調査が進められている。弥生時代

以降の遺構・遺物が多数検出されており、貴重な成果があがりつつある。

第 1調査区)現 地表は、To P.+9,5mを 測る。現地表面から地表下0。 9m～ 1.35
mま で、旧竜華操車場時代の客土層が堆積する。

地表下約0。 9m lT,P.+8.6m)に おいて、調査区内の南側で東西方向の畝状の高ま

りが確認できた。そして、北側部分は落ちこんでおり、地表下1.35m～ 1.6mにか

けて旧耕土層となっていた。この畝状の高まり部分には、地表下1.2m～ 1.5m

lT,P.+8.3m～ 8.Om:層厚約0,3m)の間に土師器、瓦器、羽釜、須恵器 (杯身 :

1)、 瓦片が多数含まれている。この層は、遺物包含層となり、何らかの遺構が存

在していたと考えられる。時期については、古墳時代後期から奈良時代～中世にか

今回の調査地

第 1図 調査地周辺図(1/5000)



■ 今回の調査区
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第 2図 調査区設定図(1/3000)
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13.黄褐色粗砂 (河川堆積 )
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古墳時代前期土器出土層

第 3図 土層断面図 (第 1調査区 。1/50)



けてと考えられる。

そして、地表下1.5m～ 1.85m lT.P.+8.Om～ 7.65m:層 厚約0.35m)の間に、古

墳時代前期の遺物が含まれている。遺構面は地表下1.8m～ 1.85mば.P.+7.7m～

7.65m)付近の暗茶褐色砂混シルト層となる。調査区内の西壁側付近において、古

墳時代前期の上師器 (甕・壺)の集積が見られた。出土した土器は、布留式上器を主

としており、布留式甕 (2)の完形品や布留傾向甕上半部 (3)、 直口壷 (4)がある。

出土層位は (10～ 12)層 で、ほぼ地表下2.Om前後●.P,+7.5m付近)に集中している。

これらの器は、土層断面の状況から北へ落ち込む、溝状遺構内の遺物の一部と考え

られ、最深部で約0,25mの深さを測る。

以下、地表下2.lm●.P.+7.4m)か ら調査範囲となる地表下3,3m O.P.+6。 2m)

まで河川堆積層が続き、底面は確認できなかった。

第 2調査区)現 地表はT.P.+9。 6mを測る。現地表面から地表下0,7m lT,P.+6.9
m)ま では、操車場時代の客土層が堆積する。そして、この客土層直下に幅約2.6m、

深さ約0.8mの溝状の切り込みを確認している。操車場造営以前は、北側に向かっ

てやや地形が落ち込んでいたと考えられ、これは河川もしくは用水路等の溝であっ

た可能性が高い。

第 1調査区と同様に畝状の高まりを地表下1.55m(T,P,+8.05m)で確認してい

る。出土遺物は小片ながら土師器・須恵器・瓦片が含まれており、この層が地表下

2.15m lT.P.+7.45m:層 厚約0。 6m)ま で続く。そして、第 1調査区の遺構面に対

応すると考えられる層を地表下2.15m●.P,+7.45m)で確認している。

以下、第 1調査区で見られた河川堆積層は確認できず、地表下4.2m O.P,+5.4

m)ま で植物遺体を含んだシルト～粘土層が続く。

第 3調査区)現 地表はT,P.+9,7mを 測る。現地表面から地表下0.7m O.P,+9,0
m)ま では、操車場時代の客土層が続く。そして、第 2調査区と同様に旧状地形が

北側に向かって落ち込んでおり、地表下1.4m付近まで続く。

地表下1.5m～ 1.65mに 陶磁器や土師器、須恵器、瓦等の近世の遺物を含む層を

確認している。そして、地表下1.8m付近 o.P,+7.7m)が、第 1調査区の遺構面に

対応すると考えられるが、顕著な遺構・遺物は確認できなかった。

地表下2,05m～ 2.3m O.P.+7.65m～ 7.4m:層厚約0,25m)の間に、河川堆積層

を確認しているものの、その層厚は薄く、東側には大きく広がらないと考えられる。

以下、地表下3,9m O.P.+5,8m)ま でシルト～粘土層が続き、遺構・遺物ともに確

認できなかった。

[第 9区の概要] 第 2調査区の南側の調査区。現地表T,P,+9.55mを 測る。地表
下1,4mま では、客土層が続く。以下、地表下2.2m前後●.P.+7.35m前後)におい

て、須恵器甕や杯身、土師器を含む古墳時代後期末の落ち込み状遺構を検出してい

る。そして、これに対応する遺物包含層が、地表下1.8m～ 2.2m O.P,+7.75m～

7.35m:層厚約0,4m)の 間の層になる。

以下、地表下2.55m～ 3.25m lT.P.+7.Om～ 6.3m i層厚約0,7m)が、弥生時代

後期末から古墳時代前期の遺物を含む河川堆積層となる。そして、地表下4.25m
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第 4図 土層断面図 (第 2調査区・ 1/50)
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第 5図 土層断面図 (第 3調査区 。1/50)
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●。P。 +5,3m)よ り掘削範囲以上 (地表下6.Om付近)続 く、微量の上器細片を含む河

川堆積を確認している。

[第 13区の概要] 第 3調査区の北側の調査区。現地表T,P.+9.6mを 測る。地表下
1.4mま では、客土層が続く。以下、地表下1,9m ω.P.+7,7m)ま で近世の耕作土

層が続く。また、同時期のものと考えられる深さ約2.2mの素掘りの井戸等を確認

している。

そして、地表下1.9m～ 2.3m O.P.+7.7m～ 7,3m)において少量の上師器・須恵

器を確認しているものの、顕著な遺構等は確認できなかった。

以下、地表下2,6m～ 3.45m O.P.+7.Om～ 6.15m)が、古墳時代前期の河川堆積

層が続く。さらに、地表下 6m●.P.+3.6m)ま で、遺構・遺物ともに確認できな
かった。

5。 ま と め   1。 今回の調査区において、客土層が層厚約 lm未満に対し、平成 8年度の南北の

試掘調査の調査区では約1.4m厚であった。これは、旧状地形の高低差に伴う整地

層の差によるものである。

2.第 1調査区・第 2調査区では、客土層・旧耕土層以下、畝状の部分に古墳時代
後期～中世の遺物包含層が存在しており、その上面が地表下1.2mか ら1.55mと や

や幅を持つ。その層厚も約0。 3m～ 0.6mと なる。しかし、下面の遺構面検出面は、

地表下2,Om～ 2.lm前後 o.P.+7.5m前後)で、ほぼ同一であった。

また第 9区では、地表下2.2m付近●.P.+7.35m)で 古墳時代後期の遺構面を検

出している。これらの時期の遺構面は、後世の耕作等により削平を受けていること

が考えられ、その深度・層厚にややばらつきが見られた。

これらの時期は、調査地北側にある渋川廃寺との関連も注目され、何らかの遺構

が依存している可能性があり、興味深い。

3。 第 1調査区で検出した地表下2.Om前後 (地表下7.5m付近)の古墳時代前期の上

器集積は、該期の集落の存在を想定できるものである。但し、他の調査区では確認

できなかった。

4。 To P.+7.5m～ 7.Om前後で検出した古墳時代前期以前の河川堆積層は、東に行

くにつれ、その層厚が薄くなる傾向を示す鯉i側では層厚約1.2m以上、東側では約

0,25m)。 そして、北側では、層厚が厚くなる (第 13区 。大阪府95-3区 )。 5カ 所の

調査区ではそれぞれ違った様相を示しており、複雑な流路形成となっていると考え

られる。

5。 上記の河川堆積層以下では、今回の調査範囲においては、弥生時代後期以前の

遺構 。遺物等は確認できなかった。

鰈井)
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2日 史跡心合寺山古墳新池改修に伴う立会調査(平成9年度)

1.調 査 地

2.調査期間

3.調査方法

4.調査概要

八尾市大竹 5丁 目地内

平成10年 1月 27日 、28日

入尾市下水道部河川課による新池堤條改修工事に伴い、現況堤体の内法面の保護

のため擁壁が設置されることとなった。当工事については平成 9年 5月 16日付で現

状変更許可済である。文化庁の指導に基づき、現況法面の切土は極力腐植上のみに

留める工事がなされた。本調査報告はこの平成 9年度の法面切土に伴う立会調査で

ある。なお擁壁基礎部分については、平成 9年度の本課の試掘調査 (平成 9年度報

告済)に基づき、は )八尾市文化財調査研究会により本発掘調査が行われた。

腐植土の除去は新池南側、堤体内側法面の約24.5mの 区間で行われた。現況はほ

とんどが腐植土が残存していたが、一部堤体の狭れている部分で土層断面の観察を

行った。 7-A層直上及び8-B層 から近現代の陶磁器片が出上した。 7-A層、
6層から瓦片、埴輪片、サヌカイト片が出土した。土層及び出土遺物のありかたか

ら、 3層、 6層、 7-A層、7-B層、 9層、10層が旧の堤体構成層となる可能性
がある。この上層は灰白色系の小礫混砂質上であり軟質である。これは心合寺山古

墳の墳丘構成層と類似しており、墳丘を削平した上で堤体が造られた可能性がある。

この堤体については平成 9年度の試掘調査 (第 1区 )報告では、平安時代を下限とす

るかとみられる瓦片が出土することから、平安時代以降のものとして報告した。本

年度のじ財)八尾市文化財調査研究会による新池西側の樋管の取り替えに伴う発掘調

査では、旧の堤体が数回の画期をなして累積する状況が確認されており、本調査地

と同レベルの堤体は平安時代末以降、近世までは下らない時期とみられている:)こ

識

1畢畔
―
ぞ!JI蛙

第 8図 調査地周辺図 (1/5000)



5.出土遺物

6。 ま と め

のことから本調査地で確認した旧堤体構成層も同期のものとみておきたい。

軒九瓦片、平瓦片、九瓦片、埴輪片、須恵器片、サヌカイト片等がコンテナにし

て 1/2箱分出土した。 1は単弁八葉蓮華文軒丸瓦である。 2～ 4は格子ロタタキ
の平瓦、 5は縄ロタタキの平瓦、 6、 7は丸瓦で凸面は長軸方向のナデがみられ、

タタキの痕跡はない。 1は心合寺推定地の既往の調査で確認されている、心合寺独

自の瓦当文様を有する軒丸瓦である。瓦当面は摩滅が著しいが、九瓦部の一部まで

遺存している。成形時の瓦当部と丸瓦部との接合の際に多量の粘土が補填されてい

る。全体に作 りは粗雑であり、丸瓦部の上面には補填粘土と瓦本保との接合後のナ

デ調整が不充分なため、粘土の継目が明瞭に残存している。九瓦部上面の一部に縄

ロタタキの痕跡が一部残存している。色調は淡灰色、焼成は軟質である。胎土は非

常に粗 く、径 l cmま での花闘岩起源とみられる長石、石英、金雲母、黒雲母がみら

れた。心合寺山古墳東方山麓部の砂礫に比定されている:)なおサヌカイト片につい

ては心合寺山古墳の史跡整備に伴う発掘調査で確認されている最下段の旧地形を利

用したとみられる墳丘構成層である、弥生時代後期の包含層に関係するものとみら

れる。

本調査地では新池の西側で確認された旧堤体層の一部と対応するかとみられる土

層を確認した。新池西側の旧堤体層と南側のそれが同一のものであるとすれば、心
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第 9図 調査区設定図(1/400)
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合寺廃絶後、平安時代末以降に溜池が築造され、現況新池と同じ位置に堤が造られ

たことになる。が、今回の調査は新池南側の堤体のごく一部の土層を観察できたに

すぎない。古墳時代の心合寺山古墳に伴う堤の有無を含め、今後の調査・検討課題

である。                             借 田野乃)

は■ )(財)八尾市文化財調査研究会の成海佳子氏にご教示いただいた。記して謝意を表します。

はワ)八尾市立曙川小学校教諭奥田尚氏にご教示いただいた。記して謝意を表します。

番
号 調査区 出土層 器 種 部  位 法  量 lcm) 焼成 色 調 胎  土 調 整 備 考

l 立会 1層 単弁八葉
連華文軒
九瓦

瓦当部
上半～
九瓦部

残長  13.6 軟 淡灰色 非常に粗 丸瓦部凸面 :一部縄ロタタキ残存
丸瓦部凹面 :布 目痕 (6本/clll)

全体に摩滅著
しい。

2 立会 4層 平瓦 小片 残中 やや
軟
淡茶灰色 非常に粗 四面 :布 目痕 (10本/cm)、 側縁部ナデ?

凸面 :斜格子タタキ、側縁部ナデ
側端部 :長軸方向ケズリ

3 立会 3層 平瓦 小片 残巾  11.6
側端巾  14

硬 淡茶灰色
～灰色

非常に粗 凹面 :布 目痕 (9本 /clll)、 側縁部長軸方向
ナデ

側端部～四面側縁 :長軸方向ケズリのち長
軸方向ナデ

凸面 :斜格子タタキのち一部ナデのよリス
リケシ

4 立会 6層付近 平瓦 小片 残長  10.7
狽I端面巾 14

軟 淡灰茶色 非常に粗 凹面 :布 目痕 (10本/cm)
凸面 :斜格子タタキ
側縁部 :糸切痕残存

全体に摩滅著
しい。

立会 6層付近 平瓦 小片 残長  8.3
側端面巾 1.9

軟 灰色 粗 凹面 :布目痕 (9本 /cm)、 狽I縁部長軸方向
ナデ

凸面 :縄ロタタキ(5本/clll)
側端部 :ナデ、ヘラ切り時の線刻状痕跡 ?

立会 3層 丸瓦 月ヽ片 残巾  8.4 硬 暗灰色 非常に粗 凸面 :短軸方向ナデ
凹面 :布 目痕 (12本 /clll)、 一部長軸方向ナ
デ

7 立会 6層 九瓦 小片 残巾 5,9 硬 暗灰色 粗 面
面
凸

凹
復I端部、凹面側縁 :長軸方向ナデ
布目痕 (18本/cm)、 一部斜め方向ナ
デ

方
あ
軸
み
長
凹
‥
状
面
線
凹
向
り

出土遺物観察表



1.調 査 地

2.調査期間
3。 調査方法

4.調査概要

第 1調査区

溝 (S Dlll)

土坑 (S Klll)

/Jヽ穴 (S P 121)

足跡

3日 太子堂遺跡(97-497)

南太子堂 4。 6丁目地内

平成10年 1月 14日・20日

道路築造に伴う公共下水道工事に先立ち遺構の有無を確認するため、 3m× 3mの

調査区を2ヶ所設定し、重機と人力を併用して地表下約2.5mま で掘削を行い、土

層断面の観察及び平面精査による遺構の検出を実施した。

現況は水田として利用されており、周辺の道路面とは0。 5m程度の高低差がある。

また、南側に設定した第 1区 (陥29人孔周辺)には工事のための仮設道路が敷設され

ていたため、本来の水田面より高くなっていた。

第 1調査区 Sb29人孔付近)・ "本調査区では3面の遺構構築面を検出した。時期は

出土遺物から10世紀～12世紀頃とみられる。

第 1面は水田面より0.65m下の淡灰茶色細礫混シルトo.P+9,Om前後)で、南北

方向の溝 (S Dlll)と 土坑 (S Klll)を 検出した。溝は西肩を検出しただけであった

が、検出幅約1,9m、 深さ約0.4mを 測る。埋土は2層に分けられ、上層が灰黄色細

粒砂混シルト粘土、下層が灰色細礫混粘土シルトであり、土師質の甕、皿、鍔釜な

どの細片や須恵器片、瓦 (平及び丸瓦)、 軽石などが出上している。土坑は径0.55m

の円形を呈し、深さ0。 32mで灰色細礫混シルトを埋土とするが、遺物は出土しなか

った。

第 2面は灰色中粒砂混粘質シルト上面α.P+8,35m前後)で、小穴 1基が検出さ

れた。小穴は調査区外にのびるが、楕円形を呈し、長径0.47m以上、短径0.38m、

深さ0。 17mで埋土は灰色粘土であるが遺物は出土していない。この 2面は黄灰色細

砂で覆われており、粘性が強く、層内が攪拌された様子が窺われ、足跡がみられる

第12図 調査地周辺図 (1/5000)
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第2調査区 北壁

第 1調査区 南壁

に_…上_」
0,盛土
1.旧耕作土
2.淡灰褐色細礫混シルト
3.褐灰色細砂混粘質シルト
4.黄掲色中粒砂混粘質シル ト
5.淡灰色細礫混シルト
6.灰色細礫混シルト (茶灰色細粒砂混シルト.ブロ
7.灰色～責灰色細砂

小穴 。土坑

T,P.+90m

8.灰色中粒砂混粘質シルト (酸化鉄)
9.淡灰色細礫混粘質シルト
10.暗灰色細礫混シル ト
11.淡灰色中粒砂混粘質シルト

12.灰色細砂
13 淡茶褐色細粒砂混粘質シルト

ノク) 14.暗茶褐色細粒混粘質シルト
15,暗茶責色細粒砂混シルト

第13図 土層断面図 (1/40)

16.茶灰色極細粒砂混シルト
17.淡茶灰色極細粒砂混ンルト
18.淡責灰色シルト混細砂
19 灰色粘土
20.蔵青灰色粘土シルト

會:侵雹鳥緩篭9帰 (亀圭
粘土
]s Dlll

C.灰色中粒砂混粘質シルト
D.暗茶褐色中粒砂混粘質シルト
E.淡茶色極細粒砂混粘質シルト
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第14図 第 1調査区遺構平面図 (1/50)
ことから水田面の可能性をもっている。水田構築層には土師器、須恵器、黒色土器、

平瓦等多くの遺物を含んでおり、洪水砂等に堆積した土層を新たに耕作面として整

地したことが考えられる。

第 3面は淡灰色細礫混粘質シル ト上面 ●。P+8.25m前後)で、小穴 4基 (S P131
～134)と 土坑 3基 (S K131～ 133)を検出した。遺構の法量等は下記にまとめた。

第 3面検出遺構法量表

13

表

S Dllユ

S Kllユ

S P134
S K132

S P133

番  号 形  状 大  き  さ   (m) 埋 土 出 土 遺 物 備 考

S K311 方形 ? 検出長辺135×検出短辺0,7× 深さ009 灰色中粒砂混粘土 土師器奏片、松ぼつくり 調査区外にのびる。

S K312 円形 検出径14 暗灰色粘土シルト 土師器杯片他、須恵器片 調査区外にのび、 S K31l S P311を 切る

S K313 楕円形 検出長辺135×検出短辺07×深さ009 暗灰色中粒砂混粘土シルト 調査区外にのびる。

S P 311 円形 径024× 深さ006 暗灰色中粒砂混粘砂 土師器皿←捏ね)(1) S P312を切る。

S P312 楕円形 短径0.4× 深さ008 暗仄色中粒砂混粘砂 須恵器片

S P 313 円形 径0.24× 深さ008 淡灰色粘土シルト

S P 314 円形 径024× 深さ007 S K311を切る。



第 2調査区

第15図  第 2調査区第 1面
平面図(1/50)

第2調査区御Q10人子L付近)。中遺物は耕土直下よりみられ、2時期の遺構面を検出

した。出土遺物より第 1面は12世紀初頭、第2面は8～ 9世紀以降とみられる。

第 1面は耕作土より0。 3m下の暗茶褐色細粒砂混粘質シルト●。P+9,00m前後)で
土坑 2基 (S K211。 212)を検出したが、いずれも調査区外にのびる。 S

Щ長約1,05m、 短辺約0。 7m、 深さ約

粒砂混粘質シル トで、土師器皿 (7～

だし高台)、 瓦器椀片 (17。 18)、 黒色

土器片、瓦片 lyL瓦、平瓦 (19))、 砥石などが出土している。とくに土師

器皿は、 4枚 (7～ 10)が裏返しにされて重なった状態で見つかってい

る。

S K212は 円形を呈するとみられ、検出長0.5m、 深さ0。 24mを測る。

埋土は灰色中粒砂混粘質シルトで、遺物は出土していない。

第 2面は茶灰色極細粒砂混シルト上面 lT.P+8。 58m前後)で、土坑 1

基 (S K221)を 検出した。S K221も 調査区外にのびるが、円形を呈する
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第16図  出土遺物実測図(1/4)
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遺構に伴わない

遺物

5。 ま と め

とみられ、深さ0。 27mを測る。埋土は淡灰茶色極細粒砂混粘質シルトで、遺物は出

上していない。このため時期は明確ではないが、上部層である15層 より、細片だが

頸部を強くナデて段をもつ奏や外面ヘラミガキをしている杯片、須恵器甕など8世

紀から9世紀の特徴を備える遺物が出土しており、これを上限としておきたい。

また、耕作土より約1.8mtt lT.P+7.56m前後)の灰色細砂層からは磨滅した庄内

甕片が見つかっており、古墳時代までに埋没した流路があるものと推定される。

第 1調査区ではとくに 8層灰色中粒砂混粘質シルトで土師器奏・皿 。高杯・鍔

釜、須恵器甕・杯 。摘み付き杯蓋、黒色土器B類、平瓦 (凸―縄ロタタキ、凹一布

目)な ど9～ 10世紀の遺物が糸田片ながら多数出土している。図化したものは口径が

体部よりひらく土師器奏 (2)、 口縁端部が外反する土師器甕 (3)、 玉縁状の口縁に

沈線を巡らす須恵器奏 (4)、 須恵器杯脚部 (5)、 須恵質の平瓦 (6)がある。一部に

8世紀代の遺物含まれていることからその時期の遺構も存在しているものと推定さ

″ιる。

第 2調査区は前述の15層以外では第 1面の包含層である13層 と第 1面構築層であ

る14層で遺物が出上している。13層では土師器、須恵器、瓦器椀、瓦質羽釜、瓦質

悟鉢が細片であるが見つかっている。図化したものは土師器皿¢0。 21。 23.24)と

瓦質悟鉢 ¢2)である。上師器皿¢1)は内面全体を丁寧にナデており、外面底部に指

頭痕が残るが、口縁部をナデ、外反する形態など古い要素をもつ。瓦質橋鉢¢2)は

外面をヘラケズリしており、15世紀頃に比定される。こうした遺物を包蔵している

ことから第13層は攪拌ないしは整地されたものと考えられる。

14層では図化できる遺物はなかったが、土師器皿、瓦器椀、青磁 (図版 6下部)、

白磁、平瓦 (凸―縄ロタタキ、凹―布目)が出上している。

調査地点は旧大和川の支流である古平野川の流路に近接している。航空写真を見

る限りでは河川が蛇行している外側に位置しており、氾濫現象に伴う洪水などの影

響を受けているためか、条里が乱れている。古平野川自体は幾度かその流れを変え

ているであろうが、調査地近辺では奈良時代の遺物が確認できることから、 8世紀

代には埋没したことが分かる。

今回の調査では第 1調査区で10～ 12世紀にかけての溝、土坑、小穴、水田相当面

を、第 2調査区では 9～ 12世紀の土坑、溝を検出した。このうち第 2調査区のSK
211で は廃棄された土器が見つかった。また、 8世紀代から15世紀にかけての遺物

が出上している。

こうした結果から、鑑みても古平野川が埋没した8世紀代以後、すなわち、奈良

時代以降の、安定し土壌化した地表面に集落が形成されていったといえよう。 (消 )
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1.調 査 地

2.調査期間

3.調査方法

4.調査概要

0ヒ側調査区)

4-1.東 弓削遺跡(97-675)の調査 〔その 1〕

八尾市八尾木東 1丁目地内

平成10年 3月 30日 ～ 4月 1日

公共下水道の開削工事による管路埋設に先立ち、管路の北狽Jと南側の人孔埋設予

定地に2m四方の調査区を設定し、地表下1.5m前後まで確認した。
地表下0.84m、 TP+10.28m前後の4-B層上面で、南北方向の近世の溝を検
出した (第 1遺構面)。 2条の溝は切りあっており、古い方の近世溝 1は底面に平安

時代以降とみられる平瓦 (12)を敷いているのが、南壁断面にかかる状態で確認でき

た。新しい方の近世溝 2には木樋が埋設されていた。これは近世の水路に伴う遺構

とみられる。さらに地表下0。 88m、 TP+10.24m前 後で溝状遺構 1条を検出した

(第 2遺構面)。 この遺構の切り込み面は第11層 になるとみられる。これは調査区の

西壁にかかる状態であったが、最大検出幅0.5m、 最大深0.64mを測る。

埋土は、暗灰色粘性砂層、暗灰緑色粘砂層で 4つの層に細分でき、暗灰色粘性砂

層には有機物が多く含まれていた。ここからは13世紀頃かとみられる土師器小皿片、

中国陶磁器の青磁の壺片に混じって黒色土器片、須恵器片が出上した。溝の肩は急

傾斜をなして落ち込んでいる。 8-C・ 8-D層はこの溝状遺構の埋土堆積後に掘
りこまれたとみられる遺構の埋土である。第 2遺構面構成層である11層 には13世紀

代とみられる瓦器椀片、上師器小皿片に混じって、土師器の手の字状口縁皿片・甕

片、黒色土器B類の椀片等が出上した (2、 4、 5、 11)。 このことから11層 は鎌倉

時代の包含層で、溝状遺構は同期の遺構とみられる。11層の下の12層からは10世紀

～11世紀に位置付けられる黒色土器片、土師器の椀・皿・甕片等が出土した (7～

~〒 ~¬

―
|―

―
|

~ニヒ~'

i正

入 尾 木 東 二 丁

第17図 調査地周辺図 (1/5000)
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第18図 調査区設定図(1/1.0001

■|■ ■11.9重

j:1簸錐線舒]黙難
ヨー鉱 白卸 雑孵 層
4・ 霧腔づ勁職色鱒
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南側調査区土層断面図(1/401第19図
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層
]現代盛土

3.暗灰色粘砂層
4-A.淡 灰緑色粘砂層
4-B.同 上 (色調暗 粘性大)一近世陶磁器片含む。第 1遺構面構成層
5-A.淡 灰緑色粘砂層
5-B。 同上 (色調暗)
6.灰色粘土層―近世溝 2埋土
7.灰色砂混粘砂層一近世溝 1坦上

第2遺構面

+11.Om

9-A

10.灰色粘砂層
11.茶灰緑色粘砂層 (第 2遺構面構成層・鎌倉時代包含層)
12.暗灰緑色粘性砂層 (平安時代包含層)
13.暗灰緑色砂層 (土師器片含む)

壁壁

第20図 北側調査区 平・断面図(1/40)
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備 側調査区)

5.ま と め

9)。 12層は平安時代後期の包含層になる可能性がある。溝状遺構の底面となる13

層には土師器片が少量含まれていた。

ここでは断面確認であつたが、地表下0.84m、 TP+10.3mの 9-A層を切り込
む東西方向の溝状遺構を確認した。これは溝状遺構の北肩のみを確認したが、東壁

では検出最大幅 2m、 最大深0.76mを測る。埋土は褐色斑灰色粘砂層、褐色斑淡暗

灰色砂混粘土層で 8つの層に細分できる。灰色砂層がブロック状に含まれる部分が

あった。北肩は急傾斜をなして落ち込む。埋上のあり方から溝状遺構になるかとみ

られる。埋土から瓦器椀片、土師器羽釜片、須恵器片、瓦片、漆器片、国産陶磁器

片等に混じって、製塩土器かとみられる小片が出土した。このことから鎌倉時代の

溝状遺構と考えられる。

当調査地では近世の水路に伴う溝、鎌倉時代の溝状遺構、平安時代後期の包含層

を確認した。鎌倉時代の遺構、包含層には平安時代後期の遺物が混入しており、当

調査地付近に当該期の遺構の存在する可能性が高い。北側調査区で出上した近世溝

に転用された平安時代以降とみられる平瓦も注意される。当調査地南側では平安時

代前期の寺院もしくは官衡になるかとみられる遺構の存在を示唆する遺物が出土し

ている。当調査地付近は三条西公条の『吉野詣記』に記された金岡J蓮華寺の推定地

であり、近隣の善立寺には平安時代末以降とみられる単弁六葉蓮華文軒丸瓦が保管

されている。当調査地で確認した平安時代後期の遺構を示唆する遺物及び鎌倉時代

の溝状遺構はこれと関連性をもつ可能性があり注意される。 (吉田野乃 )
番
号 調査区 出 土 層 器 種

位

率存

部

残
法   量 lcm) 焼成 色  調 胎 土 詞 整

X 北側調査区 11層 (第 2面
ベース層)

土師器
小皿

口縁～

底部
1/6
唯
絲

軟 淡乳橙色 やや粗 底面外面 :ナデか
口縁部外面～内面 :横方向ナデ

2 北狽J調査区 11層 (第 2面
ベース層)

土師器
/Jヽ皿

一
　
６

縁
部
／

口
底
１

口径
器高

軟 淡灰乳色 良 口縁部外面～内面 :横方向ナデ
底面外面 :ケズリのちナデ

3 北側調査区 第 2面
溝状遺構坦土

土師器
小皿

口縁～

底部
1/6

径
高
回
器

'F弓

浄に
軟

淡乳橙色 非常に良 外面 :摩滅のため不明
内面 :横方向ナデ

4 北側調査区 ■層 (第 2面
ベース層)

瓦器
椀

底部
1/5
高台径   4.6
残高    13

普通 暗灰色 やや粗 外面 :高台貼付部分横方向ナデ他はナデ
内面 :暗文

5 北側調査区 11層 (第 2面
ベース層)

土師器
皿

ヽ
　

９

縁
部
／

口
底

１

口径    13.9
推定高   13

軟 灰乳白色 良 口縁部外面 :横方向ナデ
底面外面 :ケズリのちナデか
内面 :墜滅により不明

6 北側調査区 11層付近か 土師器
皿

部
部
９

縁
体
／

口

”
１

口径    9.4
推定高   1.8

軟 暗灰乳色 良 口縁部外面～内面 :横方向ナデ
体部外面 :ユ ビオサエ、ナデ

7 】ヒ狽!調査区 12層 土師器
椀

口縁部
～体部

残高 普通 淡橙色 粗 口縁部内外面 :横方向ナデ
体部外面 :ケズリのち不定ナデ
体部内面 :不定ナデ

8 北側調査区 12層 土師器
奏

口縁部 残高 やや良 乳白橙色～
橙色

粗 口縁部内外面～肩部外面 :横方向ナデ
頸部内面 :ユ ビオサエ、タテナデ
肩部内面 :不定ナデ

北側調査区 12層 土師器
皿

部
部
縁
体
口
一

径
高
口
残

普通 淡乳灰色 やや粗 口縁部外面～内面 :横方向ナデ
体部外面 :ユ ビオサエ

北lHl調査区 11層付近 中国陶磁
青磁壺 ?

頭部 残高 淡緑色 精良

】ヒ狽I調査区 ■層 (第 2面
ベース層)

土師器
奏
1/12

口縁部
～肩部

径
高
口
残

やや硬 淡赤橙色 非常に粗 口縁部内外面～肩部外面 :横方向ナデ
肩部外面 :一部不定方向ナデ
頸部～肩部内面 :一部不定方向ナデ

北側調査区 第 1面
近世溝 1底面

平瓦
ほぼ完形

ほtr完
形

長
長
中

軸
軸
端

長
短
側

やや軟 淡灰色～黒
灰色

非常に粗 凹面:壽
鼻彊鰍 ラ今契9痕
高票善停量録紳 女聯称留字寡

れる

観察表
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1.調 査 地

2.調査期間
3.調査方法

4.調査概要

4-2出 東弓削遺跡(97-675)の調査 〔その2〕

八尾木東 1丁目地内

平成10年 5月 11日 ～13日

公共下水道工事に先立ち、人孔設置箇所 3カ 所について2m× 2mの範囲で、地

表下2.3m前後まで遺構確認調査を行った。なお、調査区は、南北方向のほぼ一直

線上にあり、北側から第 1調査区～第ご調査区と呼称する。

第 1調査区)現 地表は、To P.+11.Omを測る。地表下1.05m～ 1.2mの淡青灰色細
砂に少量の土師器・瓦器が含まれていた。中世頃の洪水砂と考えられる。

以下、地表下1.65m～ 2.2m O.P.+9.35m～ 8,8m)の暗灰色シルト質粘土 (6層 )

～暗灰色粘土層 (7層 )から、古墳時代前期の上器片が多数出上している。この層か

らは、複合口縁壺上半部 (1)や奏上半部 (2)、 小型丸底壺 (3)、 ミニチュア土器

(高杯脚部 ?:4)の破片が出上している。これらの出土遺物は、南から北へ向かっ

て落ち込んでいく溝状遺構の一部の遺物と考えられる。

第 2調査区)現 地表は、T,P,+11.Omを 測る。調査区の上層は、撹乱を受けてお
り、一部土層のみの確認となった。そして、地表下1.65m～ 1.95m O.P.+9,35m

～9.05m)の暗灰色ンルト質粘土層 (6層 )が、第 1調査区の古墳時代前期の層に対

応すると考えられる。顕著な遺構は検出できなかったものの、土師器の小片は多数

出土しており借備系甕口縁部 :5)、 該期の遺物包含層が南にも広がっていること

を示している。

第 3調査区)現 地表は、T.P,+11.25mを測る。調査区のほぼ中央に近世の井戸が
あり、撹乱されていた。そのため、地表下1.5m前後までは土層の確認のみとなっ
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第22図 調査地周辺図(1/5000)
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囲 第 1調査区

―  

「

H Y94-7〔 (財 )人文研調査〕

T.P,+110m一

TP.+10.Om―一

T,P.+9.Om一

T,P,+110m―

T.P+10.Om一

〈第 1調査区〉

0'.アスフアルト
0,盛土
1.暗灰色粘質土
2.淡青色シルト混砂質上
3.淡青色細砂
4.オ リーブ灰色シルト混粘土
5.灰色微砂混ンルト
6.暗灰色シルト質粘土 :遺物包含層
7.暗灰色粘土 :落ち込み埋土
8.灰色粘土 (やや暗め)

0.盛土
1.暗灰色砂質土

-  2.青 灰色砂質土
3.灰色シルト
4 茶褐色粘土質シルト
5,灰色粗砂
6.灰色粘土
7.暗灰色粘土 (少量炭混):遺物包含層
8.灰色粘土 (やや暗め)

第24図 土層模式図 (1/40)

(第 2調査区〉

0.盛土
1 暗灰色砂質土
2.青灰色シルト混微砂
3.灰色微砂
4.灰オリーブ色シルト混粘土
5.灰色シルト質粘土
6.暗灰色シルト質粘土 :遺物包含層
7.青灰色シルト質粘土

圏 第 3調査区

と
|

第23図 調査区位置図(1/100)
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5.ま と め
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第25図 出土遺物実測図(1/40)
た。そして、地表下1。 3m～ 1.6mの茶褐色粘土質シルト層 (4層 )よ り羽釜・土師器

が出上しており、中世の遺物包含層となる。

そして、地表下1.95m～ 2.2m O.P.+9,3m～ 9,05m)の暗灰色粘土層 (7層 )が古

墳時代前期の遺物包含層となり、土師器が出土している。ただし、第 1・ 第 2調査

区の遺物に比べ、少量で小片の土器を主体としており、図化できるものはなかっ

た。

3つの調査区でT.P.+9,3m～ 9.Omの 間に古墳時代前期 (庄内式期～布留式期)の

遺構・遺物包含層を確認した。3カ 所ともほぼこの高さで検出しており、東弓削遺

跡における該期の集落域の広がりを考える上で、重要となろう。周辺の既往の調査

でも該期の遺構を検出している。但し、今回の調査では、南側の調査区に行くほど、

遺物包含層中の土器の出土量、構成等がやや少なくなるようであった。

鰈井)
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1.調 査 地

2.調査期間

3.調査方法

4.調査概要

5.弓削遺跡(97-444)

弓削町 2・ 3丁 目地内

平成10年 2月 27日 ～3月 6日

本調査地は遺跡範囲の外であったが、近辺に弥生時代から奈良時代の複合遺跡で

ある弓削遺跡や弥生時代の集落を包括する田井中遺跡に近く、今回公共下水道工事

に係る立子L(8m× 7m)の掘削に伴い、立会い調査を実施した。
この結果、地表下約2.3mで遺物を発見した。急返、八尾市下水道課及び、施工

業者と協議を行い、遺構の性格を明確にすることと遺物の採取を中心とした調査を

行うこととなった。残念ながら、日程の都合で立子しの一部を調査するに留まり、さ

らに雨中でも調査を継続し、覆工板でおおわれているとはいえ、相当な雨水が立孔

内に流れ込み十分な調査を行えなかった。

遺構検出面は地表下約2.3m、 T.P+11.Om前後の淡灰緑色極細粒砂混シルト層で、

溝及び井戸を検出した。遺物発見を発見した時点では、すでに上部層の掘削が終了

しており、遺構の本来の切り込み面は不明である。このため、遺構構築面の高さは

検出面と異なっている可能性もある。これについては後述する。

溝は北西の角から南東にのび、調査区の中央付近で南方へ屈曲するようである。

東肩と西肩の一部を検出したに過ぎないが、検出長約 5m、 幅約3.8m、 深さ約0.8

mを測る。断面形状はレンズ状を呈しており、埋土は暗緑灰色細粒砂混粘土シルト

と淡灰緑色シルト粘土の 2層に分けられ、多くの遺物を含んでいる。

井戸は中央付近の東端で検出した。そのため、大半が銅矢板に区切られた調査区

外にのびるため、本来の法量、形状は明確ではない。しかし、検出状況では円形を呈
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第26図 調査地周辺図 (1/5000)
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9.

10.

すると考えられる素堀りの井戸で

あり、検出幅約 2m、深さ1,45m以

上を測る。埋土は粘土やシルト粘

上を主体とするがブロックが随所

朗翠瞥毯紬砂混シルト   に見られ、また炭イ勁を含むなど
暗緑灰色シルト粘上      人為的に埋められたことが分かっ

瞑ζ与ど歩灰色中粒砂混粘土シルト  た。埋土内からは長頸壺や器台な

簿験 進鑑建砂混粘土シルト    どヽ多 くの遺物が出上している。

鑑 蘊協龍慈土シルト   両者から出上した遺物は壷、甕

複優魯詈懲盤縁
粘土シルト    高杯、鉢、器台など多岐に及んで

いる。今回図化した 1～ 9はいず

第28図 土層断面模式図(1/50) れも溝から出上したものである。

5。 遺物について  短顎壺 (1・ 2)は底部が突出していない平底で、内外面はハケメ調整を施している。
長頸壺 (3)は中位の張る外部をもち、外面はヘラミガキ、内面はハケメ調整を施し

ている。小型の細頸広口壺 (4)は口縁下部に双孔を穿ち、外端面に竹管文で加飾し

ている。日縁から顎部付近には朱がみられる。広口壺 (5)はヘラミガキを全然に施

している。甕 (6・ 7)は内面を縦位のヘラケズリを施す。 (6)は受口状口縁外端面

に沈線を施す。 (7)イよ体部外面は板状工具によるナデを行っている。高杯 (8)は外

面及び杯部内面はヘラミガキ、受部内面は板状工具によるナデ、脚部裾内部はヘラ

ケズリ。器台 (9)イよ外面をハケの後ヘラミガキを施し、 8条の沈線を施す。口縁端

部は沈線と竹管文で加飾する。

これらの上器は弥生時代後期初頭の特徴を有しているものといえる。

6.備  考    昭和59年度にリオ)八尾市文化財調査研究会によって弓削遺跡内で行われた調査で
は幅3.5～ 4m、 深さ1.2～ 1,5mの溝 (以下、大溝)が検出され、 4層の埋土からコ

ンテナ約150箱の遺物が出土している。大溝の検出高はT.P+ll.5m前後であった。

しかし、溝の幅は今回の溝と同じであり、検出高 0.P+11.Om)を 大溝検出高に合

わせると溝内の埋上の深さもほぼ合致する。ただし、大溝の遺物は弥生後期から庄

内初頭と時期幅が存在し、今回の溝とは時期が異なっている。現時点では大溝出土

遺物の実測図が公表されていないが、今後の展開を待ち、検討していきたい。 (漕 )

参考文献

西村公助「弓削遺跡 (第 1次調査)」『昭和59年度事業概要報告』側八尾市文化財調査研究会 1985年

第27図 調査位置図(1/1200)
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第29図 出土遺物実測図(1/4)
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所収遺跡名
ム
所 在   地

コ   ー   ド 】ヒ  語R 東 径
調 査 期 間 調 査 面 積

(m2)

調 査 原 因
市町村 遺跡番号

爽笙等撞蘇 笑誠鳥 入た≒
笑時期箭

19981124, 25 病院建設に伴う遺構確認調査

思器面議 入鹿キ 笑材 27212 19980127, 28 堤体改修に伴う立会調査

某芋望造蘇 入たキ歓 半壁 27212 19980114, 20 公共下水道工事に伴う
遺構確認調査

乗為読造蘇 入違≒ 入逸泉
入た栞箕

入之キ 入逸泉
入え栞策

19980330, 31
0401

19980511-13

８

　

　

　

　

１２

公共下水道工事に伴う
遺構確認調査

公共下水道工事に伴う
遺構確認調査

為翫撞蘇 入泡≒ 為笥胃 27212
19980227
0303-06 公共下水道工事に伴う

遺構確認調査

所収遺跡名 れヨ      房U 主な時代 主  な  遺  構 主  な  遺  物 特 記 事 項

久宝寺遺跡 集落 中近世

古墳時代

島畠状遺構

落ち込み 土師器 須恵器
心合寺山古墳 古墳 古墳時代・白

鳳～平安時代

堤体 (平安時代以降) 瓦 埴輪 陶磁器

太子堂遺跡 集落 平安時代

鎌倉時代

溝・ピット 土坑

溝 土坑

土師器 須恵器 瓦器 瓦
黒色土器

土師器 瓦器 瓦
東弓削遺跡 落

　

落

集

　

集

平安～鎌倉時

代・近世

近世

古墳時代前期

溝 土坑

井戸 包含層
溝状遺構 包含層

土師器 須恵器 瓦器 瓦
黒色土器 陶磁器 製塩土器
土師器 瓦器
上師器 弥生土器

弓削遺跡 集落 弥生時代 溝 井戸 弥生土器
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